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（※）８項目の合計点に応じた点数 （注1）5以上:15点、4～3：5点、2点以下：0点

点数

労働時間 5点 20点 30点 40点 55点 65点 80点 90点

生産活動 ⁻20点 ⁻10点 20点 40点 50点 60点 合計

多様な働き方 0点 5点 15点

支援力向上 0点 5点 15点

地域連携活動 0点 10点 点

経営改善計画 0点 ⁻50点

0点 10点

様式２－１

令和６

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（全体）

事業所名 ここのわ愛川 事業所番号 1411600131

住　所 神奈川県愛甲郡愛川町角田８３９ 管理者名 下鳥正人

電話番号 ０４６－２８５－８５７０ 対象年度 令和5年度

（Ⅰ）労働時間 （Ⅳ）　支援力向上（※）

①1日の平均労働時間が７時間以上

65

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会

15

②1日の平均労働時間が６時間以上７時間未満 　　　参加した職員が１人以上参加している

③1日の平均労働時間が５時間以上６時間未満 ②研修、学会等又は学会誌等において発表

④1日の平均労働時間が４時間30分以上５時間未満 　　　１回以上の場合

⑤1日の平均労働時間が４時間以上４時間30分未満 ③視察・実習の実施又は受け入れ

⑥1日の平均労働時間が３時間以上４時間未満 　　　 いずれか一方のみの取組を行っている

⑦1日の平均労働時間が２時間以上３時間未満 ④販路拡大の商談会等への参加

⑧1日の平均労働時間が２時間未満 　　　１回以上の場合

①90点 ②80点 ③65点 ④55 点 ⑤40点 ⑥30点 ⑦20点 ⑧5点 ⑤職員の人事評価制度

（Ⅱ）生産活動 　　　人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する
　　　制度を設け、全ての職員に周知している

①過去３年の生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に支
払う賃金の総額以上

○

60

⑥ピアサポーターの配置

②過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年度
における生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に支払う
賃金の総額以上

　 　　　ピアサポーターを職員として配置している ○

③過去３年の生産活動収支のうち前年度における生産活動収支
のみが前年度に利用者に支払う賃金の総額以上

　
⑦第三者評価

　　　過去３年以内の福祉サービス第三者評価を
　　　受審しており、結果を公表している。

○
④過去３年の生産活動収支のうち前々年度における生産活動収
支のみが前々年度に利用者に支払う賃金の総額以上 ⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

⑤過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年度
における生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に支払う
賃金の総額未満

　　　都道府県知事が適当と認める国際標準化規格が定めた
　　　規格その他これに準ずるものの認証を受けている

⑥過去３年の生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に支
払う賃金の総額未満

　
小計（注2）

①60点 ②50点 ③40点 ④20点 ⑤－10点 ⑥－20点 （Ⅴ）地域連携活動

（Ⅲ）多様な働き方（※）
地域の事業者と連携した付加価値の高い商品開発、企業や官公庁等
での生産活動等地域社会と連携した活動を行い、その結果をイン
ターネット等により公表している

○ 10①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度

15

　　　　　就業規則等で定めている

②利用者を職員として登用する制度

　　　　　就業規則等で定めている （Ⅵ）経営改善計画

経営改善計画の提出を求められていない。または、経営改善計画の
提出を求められているが、指定された期日までに提出している。

○ 0　　　　　就業規則等で定めている

④フレックスタイム制に係る労働条件

　　　　　就業規則等で定めている

（Ⅶ）利用者の知識・能力向上

　　　　　就業規則等で定めている 前年度において、就労継続支援Ａ型事業所等が利用者の知識及び能
力の向上に向けた支援を行い、当該支援の具体的な内容を記載した
報告書を作成し、インターネットの利用その他の方法により公表し
ている。

○ 10

　　　　　就業規則等で定めている

175
／２００点

利用者の知識・
能力向上

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度

　　　　　就業規則等で定めている

⑧傷病休暇等の取得に関する事項

　　　　　就業規則等で定めている

小計（注1）

項目



前年度（　5年度）

時間 人 時間

　 会計期間（　4月～　3月）

前々々年度（令和3年度）

円 円 円

前々年度（令和4年度）

円 円 円

前年度　（令和5年度）

円 円 円

前年度（５年度）における取組（全体表「（Ⅲ）多様な働き方」の各項目において「就業規則等で定めている」と選択した場合に記載）

◎免許・資格取得、検定の受検勧奨 ◎利用者を職員として登用する制度を 在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

に関する制度を定めている 定めている に関する制度を定めている

◎フレックスタイム制に係る労働条件を ◎短時間勤務に係る労働条件を ◎時差出勤制度に係る労働条件を

定めている 定めている 定めている

◎有給休暇の時間単位取得または、計画的付与制度 ◎傷病休暇等の取得に関する事項を

を定めている 定めている

前年度（５年度）における取組（全体表「（Ⅳ）支援力向上」の各項目に取組あり選択とした場合に記載）

◎研修計画を策定している ◎研修、学会等又は学会誌等において ◎先進的事業者の視察・実習の実施している

◎外部研修、もしくは内部研修を 　１回以上発表している もしくは、他の事業所の視察・実習を受け入れている

１回以上実施している。 ※研修、学会等名　　愛川町MKS情報交換会 ※先進的事業者名　社会福祉法人オリーブの樹

　  実施日　令和５年４月から令和６年３月まで  実施日/ 参加者数 6 月 6 日 5 人

※研修名　令和５年神奈川県障がい者虐待防止・権利擁護研修 ※学会誌等名 ※他の事業所名　ビーアシスト株式会社

  研修講師　公益社団法人かながわ福祉サービス振興会  掲載日 月 日  実施日/ 参加者数 6 月 6 日 5 人

  研修講師　令和６年１ 月 30 日 1 人  発表テーマ　役所・各事業所間の連携

◎販路拡大の商談会や展示会等へ１回以上 ◎職員の人事評価制度を整備している ◎ピアサポーターを配置している

参加している。 　 　 ◎当該人事評価制度を周知している ◎当該ピアサポーターは「障害者ﾋﾟｱｻﾎﾟｰﾄ研修」

※商談会等名　相模原市内企業講演会×交流会 人事評価制度の制定日 年 月 日 　を受講している

 主催者名　相模原商工会議所　工業部会 人事評価制度の対象職員数 名 ※配置期間　４月１日～３月３１日

 日時 令和５年７ 月 27 日 18:30～19:30 うち昇給・昇格を行った者 名  就業時間 ７：３０～１６：３０

 内容 講演「世界へ挑み続けるメーカーへの軌跡」 当該人事評価制度の周知方法  職務内容 利用者の生活支援

講師:㈱向洋技研代表　甲斐美利　氏

◎前年度末日から過去３年以内に ◎ＩＳＯが制定したマネジメント

　福祉サービス第三者評価を受けている 　規格等の認証等を受けている

※評価を受けた日 令和5年10 月 2 日 　 ※認証を受けた日 月 日 　

 第三者評価機関 NPO法人就労継続支援A型事業所  規格等の内容

全国協議会優良事業所認定委員会

◎指定権者である都道府県（指定都市・中核市）へ、

　経営改善計画書へ提出した。

※受理日 年 月 日 　

各項目について適宜、実績がわかる情報を追加すること。

様式２－２

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（実績Ⅰ～Ⅳ、Ⅵ）

（Ⅰ）労働時間

雇用契約を締結していた全ての
利用者における延べ労働時間

２７３７３：４０
雇用契約を締結していた延
べ利用者数

5,166
利用者の１日の平
均労働時間数

5:17

（Ⅱ）生産活動

生産活動収入から経費
を除いた額

29,779,902
利用者に支払った賃金
総額

28,697,710 収支 1,082,192

44,340

生産活動収入から経費
を除いた額

33,945,397
利用者に支払った賃金
総額

32,220,121 収支 1,725,276

生産活動収入から経費
を除いた額

31,414,871
利用者に支払った賃金
総額

31,370,531 収支

（Ⅲ）多様な働き方

①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度 ②利用者を職員として登用する制度 ③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

④フレックスタイム制に係る労働条件 ⑤短時間勤務に係る労働条件 ⑥時差出勤制度に係る労働条件

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度 ⑧傷病休暇等の取得に関する事項

（Ⅳ）　支援力向上

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会 ②研修、学会等又は学会誌等において発表 ③視察・実習の実施又は受け入れ

④販路拡大の商談会等への参加 ⑤職員の人事評価制度 ⑥ピアサポーターの配置

⑦第三者評価 ⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

（Ⅵ）　経営改善計画



令和 ６年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

年間を通して実施されている作業種①CD解体　②CD破砕
③供給作業　④発泡溶融作業　⑤ペットボトルプレス作業
日々8名から15名近くが都市環境サービス（株）で就労経験
を積んでいる。厚木工場も増えたためスタッフ増員が必要
・8:00～15:00　・9:00～15:00　・8:50～14:00　等
働き方を選ぶことができます。

所内作業のCD解体は体調不良の方がメインで行い。破砕作業
や発泡溶融作業、新設されたペットボトルプレス作業などは
職業訓練としての位置づけとなっています。一般就労へ向け
て、段階的に作業の難易度が高まる仕組みとなっています。

「所内から施設外へ」のスローガンの下、利用者全員が施設
外就労に重点を置いて勤務している状態となってきました。
出勤率も増えています。一般就労を目指すという意識が高ま
りつつあると実感している昨今です。

←エウカーレ㈱（古淵事業
所内）から依頼されたトイ
レットペーパーを包む作業

＜難燃発泡溶融作業＞
破砕しているところです→

←第2工場破砕機のフレコ
ンを取り換えているところ

新工場『ペットボトルプレ
ス作業』厚木工場内→

ゴミを整理してるところ

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 ここのわ愛川

住　所 神奈川県愛甲郡愛川町角田８３９

1411600131

下鳥正人

令和5年度電話番号 ０４６－２８５－８５７０

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 都市環境サービス（株） 担当者名 前田隆之

連携をして１０年目を迎えているが、徐々に要求を高めたりしている。そこに応えようと努力している様子は
大変ありがたい。
互いに行き来しやすい環境であるため、細かな要求や配慮事項もその都度意見交換ができていることも嬉し
い。新たに厚木にペットボトルプレス作業工場が開所した。そこでの飛躍に期待したと思います。

様式１



令和 ６年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
① 障がい者ピアサポート研修

②

③

④ 利用者2名及び生活支援員1名参加

＜目的＞

＜成果＞

【講師紹介】桑原博美様　＜NPO法人Peer Do副理事⾧＞　川田祐一様　＜障害者ドットコム代表/大阪医専講師＞

・2月実施は年度末でもあり、参加しにくさがあったようだ。そこで令和6年度は参加人数もしぼり、11月くらいに開催し
ようと考えている。

・ピアサポートの精神を仕事にも生活にも生かしていきたいと感じた。互いに支え合いながら安心して働ける
職場にしていくことが必要であると感じた。
・グループワークを通して、普段できない管理者と利用者の意見交換ができる機会があり、とても充実した二
日間だったと思います。

住　所 神奈川県愛甲郡愛川町角田８３９ 管理者名 下鳥正人

連携先企業（担当者） 主催:神奈川県就労継続支援A型事業所連絡会、　共催:NPO法人就労継続支援A型事業所全国協議会、
研修実施施設:NPO法人Peer　Do、　後援:神奈川県

利用者からの意見・評価

電話番号 ０４６－２８５－８５７０ 対象年度 令和5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 ここのわ愛川 事業所番号 1411600131

＜会場＞神奈川県かながわ労働プラザ
エルプラザ4階 第3会議室

神奈川県横浜市中区寿町1丁目４

・人前で話すことも難しい参加利用者が、グループ内で発言したり全体
発表をすることができたりしたことは、大変有意義なものになってい
た。また参加方法も事前に父親と練習してからの参加者もいた。行動範
囲の拡張に繋がっていく。
・真の目的である『ピアサポーター育成』には至っていない。研修受講
後の利用者をどのように生かし行くかは大きな課題となっている。

第１７回『障がい者ピアサポート研修』
２日目の研修終了後ここのわ参加メンバー記念写真

＜令和６年２月１８日(日)＞
令和6年2月17日(土)10:00～18:00、
18日(日)9:30から18:20、24日(土)9:00～12:00

・グループ研修ー自己研修ーグループ研修ー全体報告
・ZOOM研修ー自己研修ーグループ研修ー全体報告

障がい者が障がい者のサポートをする研修である。参加者の障がい程度
は様々あるが、ほんのわずかな支援活動ができることは自分の障がいと
向き合うことにもつながる。そこから更に自分自身が発展し障害の一つ
の壁を克服することにもつながると考えた。

研修会場にて

様式２


